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目的目的

現職派遣教員を始めとする協力隊員により開
発・活用されたハンズオン素材の収集及び評
価・改良

他地域の隊員が即時的に利用可能とするため他地域の隊員が即時的に利用可能とするため
のハンズオン素材の活動展開モデルの開発

成果の「国際協力イニシアティブ」ライブラリ の成果の「国際協力イニシアティブ」ライブラリへの
登録による派遣隊員への支援体制の充実

※ハンズオン・・・直接手に触れる，実践的な，体験的な



方法１方法

ズ 素 す ズ 査 実施ハンズオン素材に関するニーズ調査の実施

ねらい：隊員の教材開発経験や教材開発に係る困難
性，必要とされる教材について明らかにする

対象：教育関連の職種(小学校教諭，青少年活動，環(
境教育，幼児教育など)に就いている派遣中の隊員と
筑波大学CRICEDの管理する現職派遣隊員ML登録
のOB/OG隊員

実施方法：JICA事務所を通じての協力呼びかけとML
を介してのメールによる依頼



方法２方法

ズ 素 集 び 良ハンズオン素材の収集及び評価・改良

ニーズ調査の際に教材提供に関する呼びかけも実施

実施分担者の持つネットワークを通じての提供依頼

ニーズ調査への回答者に対して個別に依頼ズ調査 の回答者に対して個別に依頼

活動展開モデルの開発

収集した ンズオン素材の 部を実際に途上国で活収集したハンズオン素材の一部を実際に途上国で活
用することで，さらなる評価・改良と，今後の隊員が即
時的に利用可能な活動展開モデルを開発する時的に利用可能な活動展開モデルを開発する

「国際協力イニシアティブ」ライブラリへの登録



ニーズ調査結果１調 結果

実施時期：平成19年8月～9月
有効回答数：138件(調査対象人数1019名)
結果：隊員による教材開発の状況について結果：隊員による教材開発の状況について

教材開発経験：87.0%
対象学年：初等学校段階を中心に(30％強) 就学前から対象学年：初等学校段階を中心に(30％強)，就学前から
大学生，教員向け，一般市民向けのものまで

教科：数学(24 0%) 理科(14 5%) 日本語(13 8%)体育・教科：数学(24.0%)，理科(14.5%)，日本語(13.8%)体育
音楽(13.0%)，図工(12.3%)など

参考資料：大半が日本の教材を参考にしており(70.3%)，参考資料 大半が日本の教材を参考にしており( %)，
現地のもの(42.0%)，その他の国のものと続く(13.0%)



ニーズ調査結果２調 結果
教材開発における困難性
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ニーズ調査結果３調 結果
必要な教材の特徴・質
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ハンズオン素材収集状況オ 素材収集状況
収集したハンズオン素材：42点(12月12日現在)
教科領域 算数 数学 理科 物理 化学 生物 地教科領域：算数・数学，理科(物理，化学，生物，地
学)，音楽，図画工作など

対象学年：就学前の児童用の教材から，高等学校
段階のものまで。また，地域のコミュニティーで活用
できるものもある。

言語：日本語を主体
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ハンズオン素材リストオ 素材リ



ハンズオン素材例オ 素材例



渡航調査概要渡航調 概要

ズ途上国でのハンズオン素材活用による，さらなる改良と
活動展開モデルの開発

ザアフリカ地域：タンザニア(1月下旬)
訪問地域：ダルエスサラーム，ムトワラ

教材候補：「やじろべえ」，「ペットボトルシャワー」，「空き
缶の凹面鏡」など

グ デ東南アジア地域：バングラデシュ(2月中旬)
訪問地域：ｶﾘｱｺｲﾙ，カジプール，チッタゴン，ｺｯｸｽﾊﾞｻﾞｰﾙ

教材候補：「百玉そろばん」，「Box Puzzle」，「音の原理と
性質」など



最終成果物に向けた進捗状況最終成果物 向け 進捗状況

ズ 素 集 す 完ハンズオン素材収集はすでに完了している

1，2月に予定している途上国への渡航調査を通， 月に予定している途 国 の渡航調査を通

して，ハンズオン素材の一部をさらに改良し，活
動展開モデルへと昇華させる動展開モデルへと昇華させる

海外渡航調査と並行して，2月には収集したハン

ズオン素材及び活動展開モデルの「国際協力イズオン素材及び活動展開モデルの「国際協力イ
ニシアティブ」ライブラリへの登録を行うとともに，
現職派遣隊員ML等を活用し 周知を図る現職派遣隊員ML等を活用し，周知を図る


